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 2009年 5月に発生した新型インフルエンザおよび季節性インフルエンザに対

する抗体保有状況調べるため，広島市内で新型インフルエンザ発生前に採血し

た血清，また新型インフルエンザワクチン接種後の血清について抗体価を測定

した。その結果，新型インフルエンザ患者が市内で発生する前には新型インフ

ルエンザ抗体保有者はほとんどいなかった。新型インフルエンザワクチン接種

による抗体価 20 倍以上の抗体獲得率は 67％，40 倍以上の抗体獲得率は 56％で

あった。2009/10 シーズンワクチン株 A ソ連型，A 香港型，B 型(ビクトリア系

統)の 3 株すべてに対して 20 倍以上の抗体保有者は全体の 37％で，その 9 割が

昨シーズンまたは今シーズンワクチン接種者であった。季節性インフルエンザ

ワクチン 3 株すべてに対して 20 倍以上の抗体保有者の 45.6％しか，新型以外

の今期分離株に対して抗体を保有していなかった。 

 

キーワード： 新型インフルエンザ，季節性インフルエンザ，ワクチン，HI 抗

体価，中和(NT)抗体価 

 

       は じ め に        

 新型インフルエンザは 2009 年 4 月 23 日に米国

およびメキシコで初めてその発生が報告され，日

本でも 5 月 8 日にカナダからの帰国者が新型イン

フルエンザと診断された。他県でも新型インフル

エンザが確認される中，広島市においては 6 月 29

日に初めて新型インフルエンザウイルスが検出さ

れた。 

 新型インフルエンザは主に 10 歳代後半～20 歳

代に感染患者が多く，高齢者では患者が少ない。

また，現在の季節性ワクチンは有効ではないが 74

歳以上の人は，これまでに新型インフルエンザウ

イルスと抗原性が似たインフルエンザウイルスに

感染しているためか，40％の人が抗体陽性である

とされている 1)。2009 年 10 月 19 日からは政府の

基本方針により，医療従事者から順に新型インフ

ルエンザワクチン接種が始まった 2)。 

 今回，新型インフルエンザワクチン接種後の血

清および新型インフルエンザ発生前の血清につい

て，新型インフルエンザおよび季節性インフルエ

ンザの抗体価を測定したので報告する。 

 

       方 法        

1   検査材料 

(1)医療従事者の血清 

 市内 A 病院の医師，看護師等から新型インフル

エンザ抗体価測定に関する使用承諾の得られた

39 人の血清を用いた。このうち新型インフルエン

ザワクチン接種者は 2009 年 10 月 2 日にワクチン

接種し，ワクチン未接種者 2 人を含め 2009 年 11

月 19 日に採血されたものである。 

(2)准看護学生の血清 

 市内 B 准看護学院の学生および教師から感染症

感受性調査事業における血清の使用承諾の得られ

た，2009 年 6 月 10 日に採血された 82 人の血清を

用いた。 

2   赤血球凝集抑制試験(HI) 

HI 抗体価の測定は，国立感染症研究所(感染研)

の病原体検出マニュアルに準じ，0.5％七面鳥血球

を用い HI 法により行った。調査株(測定抗原)は，

感染研から配布された 2009/10 シーズンインフル

エンザウイルス同定用キット内のワクチン株およ

び山形系統株である 

A/Brisbane/59/2007(H1N1)(A ソ連型) 

A/Uruguay/716/2007(H3N2)(A 香港型) 

B/Brisbane/60/2008(ビクトリア系統) 

B/Bangladesh/3333/2007(山形系統) 

および当所での分離株 

A/広島市/3/2010pdm(H1N1)(新型) 

A/広島市/27/2010(H3N2)(A 香港型) 
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表 1 年齢群別ＨＩ抗体価およびＮＴ抗体価 

NT

A/ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ/59/
2007(H1)

A/ｳﾙｸﾞｱｲ/716/
2007(H3)

B/ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ/60/
2008

B/ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ
/3333/2007

A/広島市/27/
2010(H3)

B/広島市/16/
2010

A/広島市/3/
2010(H1)pdm

A/広島市/392/
2009(H1)pdm

A/広島市/3/
2010(H1)pdm

（Aソ連型） （A香港型） （ビクトリア） （山形） （A香港型） （ビクトリア） （新型） （新型） （新型）
+ 40 5   < 5 5 5 10   < 5
- 40 20   < 5   < 5 10 10   < 5
+ 10 40 20 20 20 10   < 5
+ 80 10   < 5 10 20 5   < 5
+ 20 40 5 20 40 5   < 5
+ 40 40 20 10 10 20   < 5
- 40 40 20 20 40 20   < 5
- 80   < 5 40 40 5 20   < 5
+ 160 10   < 5 5 10 5   < 5
+ 20 80 20 40 20 20   < 5
+ 160 20 5 10 20 20   < 5
- 160 5 10 40 5 20   < 5
+ 80 80 20 40 20 20 5
+ 20 160 20 40 20 20   < 5
- 80 160 5 10 20 10   < 5
+ 160 80   < 5 40 10 5   < 5
+ 160 80 10 40 20 40   < 5
+ 160 160 10 40 10 5   < 5
- 5 20 80 320 20 40   < 5
+ 320 160 80 80 80 320   < 5
- 10   < 5   < 5   < 5 5 10   < 5
+ 40 5   < 5 5 5 10   < 5
- 80   < 5   < 5 5 5 10   < 5
+ 40   < 5 20 20 10 20   < 5
+ 5 80   < 5 10 20 10   < 5
+ 80 20   < 5 20 10 10   < 5
+ 80 80   < 5 10 10 5 5
- 160 10   < 5 10 20 5 5
+ 160 10 10 20 10 20   < 5
+ 40 160 10 20 40 20   < 5
+ 80 80 20 80 20 10   < 5
+ 160 80 10 80 20 20 5
+ 160 160 5 20 10 20 5
+ 160 80 40 80 20 40   < 5
+ 320 40 320 640 40 320   < 5
-   < 5   < 5   < 5   < 5 10 5   < 5
- 5   < 5 5   < 5 5 5   < 5
-   < 5 5 5 5 5 10   < 5
- 10   < 5 20 5 5 10   < 5
- 20 20 20 5 20 10 10
+ 80 20 5 10 5 10   < 5
- 80 20 10 10 5 10   < 5
+ 40 10 40 20 10 40   < 5
- 20 80 40 10 40 20 20
+ 40 80 40 40 40 10 5
+ 10 20 40 160 10 20   < 5
+ 80 5 40 40 20 80   < 5
+ 20 320 10 10 20 10   < 5
+ 160 160 10 40 40 20   < 5
+ 160 40 160 40 10 40   < 5
+ 160 5 160 80 10 80   < 5
+ 80 320 80 10 40 40   < 5

160 320 160 40 80 80 5
-   < 5   < 5 5   < 5 5 10   < 5
-   < 5 5 5 5 5 5   < 5
-   < 5 10   < 5   < 5 40 5   < 5
- 20   < 5 10 5 10 5 5
+ 20 20 20 5 10 20 5
+ 20 20 10 5 10 40   < 5
- 10 10 5   < 5 80 5   < 5
+ 5 80 20   < 5 10 5   < 5
+ 160 10   < 5   < 5 20 10 5
+ 80 80 40 20 20 10   < 5
+ 160 80 5 5 10 10   < 5
+ 160 5 80 20 10 20   < 5
+ 5 320 40 20 20 10   < 5
+ 40 320 20 5 20 10 5
+ 320 40 20   < 5 10 80   < 5
+   < 5 10   < 5   < 5 10 10   < 5
- 80 5 5   < 5 5 10   < 5
+ 40 40 20 5 10 20   < 5
+ 10 10 80 10 5 40   < 5
+ 160   < 5 10   < 5 5 40   < 5
+ 80 20 80 40 20 20 10
+ 20 160 40 10 20 20 5
+ 40 20 20 10 20 20   < 5
+ 10 20 160 40 10 20 5
+ 20 80 160 40 20 40   < 5

10 320 10 20 20 20 5
+ 80 10 40 20 20 20   < 5
+ 5 40 5 5 20 10   < 5
+ 40 20 80 40 20 20 5
+ + 40 10 5 10 5 5 20 20
+ + 20 40 20 40 10 20 5 10
+ + 40 80 10 10 20 40 5   < 5
+ - 40 160 20 10 10 40 5 5
+ + 40 40 20 5 10 10 20 160
+ + 160 80 10 20 20 10 10 10
+ + 20 160 80 160 10 40 20 5
+ + 80 160 40 20 20 40 80 320
+ + 320 640 20 40 10 20 80 160
+ + 640 320 40 160 10 40 640 640
+ + 40 20 10   < 5 5 5 5 5
+ + 40 160 20 20 40 5 5 5
+ - 20 80 80 80 20 20 10 5
+ + 320 40 20 20 10 5 80 20
+ + 80 80 80 40 20 80 40 160
+ + 160 320 80 20 20 80 80 160
+ + 160 20 10 5 10 40 320 640
+ + 20 40 320 320 20 160 640 640
+ - 5 5 5 5 5 20 5   < 5
+ + 20 40 10 5 5 20 10 10
+ + 20 10 40 10 5 20 5 10
+ + 20 20 5 5 5   < 5 40 20
+ + 5 40 40 10 20 10 5   < 5
+ + 20 5 10 5   < 5 20 80 80
+ + 160 80 40 5 10 20 20 10
+ + 160 40 80 20 20 40 40 160
+ + 5 10 80 40 20 20 5   < 5

+ 40 80 160 20 20 40 5 10
+ + 20 80 20 5 10 10 80 320
+ +   < 5 5   < 5   < 5 5   < 5 5 5
+ + 5 10 20 10 20 5 10 5
+ + 40 160   < 5 10 20 5 40 40

06+ + 10 5   < 5   < 5 5   < 5 80 320
+ + 40 20 10 5 10 5 160 320
+ + 20 40 20 5 20   < 5 160 640
+ + 20 10 20 5 5 5 40 20
+ + 80 40 40   < 5 10 80 20 20
+ + 40 320 20   < 5 20 40 40 80
+ +   < 5 20 5   < 5 10 20 320 640

所属 年齢群
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事
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A/ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ/59/2007(H1) A/広島市/3/2010(H1)pdm

A/ｳﾙｸﾞｱｲ/716/2007(H3) A/広島市/27/2010(H3)

B/ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ/60/2008 B/広島市/16/2010

B/ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ/3333/2007
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図 1 型別ＨＩ抗体保有率(検査対象者全員) 

 

A/広島市/3/2010(H1)pdm
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図 2 新型ワクチン未接種者(准看護学生) 
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図 3 新型ｲﾝﾌﾙＨＩ抗体価およびＮＴ抗体価(医療従事者) 
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B/広島市/16/2010(ビクトリア系統) 

以上７株を使用し，医療従事者，准看護学生血清

の HI 抗体価を測定した。抗体保有率の評価は，感

染研の抗体保有状況調査 3)を参考にし，重症予防

の目安として抗体価 40 倍以上を抗体保有とした。 

3   中和試験(NT) 

 NT 抗体価の測定は，病原体検査マニュアルに準

じ，MDCK 細胞を用いて行った。調査株(測定抗原)

は，当所での分離株 

A/広島市/392/2009pdm(H1N1)(新型)および A/

広島市/3/2010pdm(H1N1)(新型)を使用し，医療従

事者の抗体価を測定した。 

 

       結 果        

1   HI 抗体価 

 医療従事者および准看護学生のHI抗体価を表1

に示した。各 HI 抗体価の和を抗体価合計とし，そ

の合計順に各年齢群別に並べて表示した。また，

各 HI 抗体価を年齢群別にグラフに示した(図 1)。

なお，准看護学生の半数以上は 2008/09 シーズン

ワクチンを接種し，医療従事者のほぼ 100％が

2009/10 シーズンワクチンを接種していた。 

個人別にみると，2009/10 シーズンワクチン株 A

ソ連型，A 香港型，B 型(ビクトリア系統)に対する

40 倍以上の抗体保有者は 16 人しかいなかった。

20 倍以上の抗体価で見ると 45 人(全体の 37％)が

同ワクチン株に対する抗体を保有していた。その

うち 40 人は昨シーズンまたは今シーズンワクチ

ン接種者であった。また，新型以外の A 香港型分

離株，B 型(ビクトリア系統)分離株に対する 20 倍

以上の抗体保有者は 34 人(全体の 28％)，前述の

ワクチン接種者でワクチン株抗体保有者 40 人の

うち，17 人(42.5％)しか今シーズン分離株に対し

て抗体を保有していなかった。 

(1) A/H1N1 亜型(A ソ連型) 

 ワクチン株 A/Brisbane/59/2007 に対する抗体

保有率は 40 倍以上だと 18-19 歳群 75％，20-24

歳群 84％，25-29 歳群 62％と高い抗体保有率であ

ったが，それ以上の年齢群では 36～50％と抗体保

有率は中等度であった。2009/10 シーズンには

A/H1N1 亜型(A ソ連型)は分離されていないため，

分離株の評価はできなかった。 

(2) A/H3N2 亜型(A 香港型) 

 ワクチン株 A/Uruguay/716/2007 に対する抗体

保有率は 40 倍以上だと 18-19 歳群 60％，20-24

歳群 68％と比較的高い抗体保有率であったが，そ

れ以上の年齢群では 36～50％と中等度の抗体保

有率であった。一方，2009/10 シーズンの分離株

である A/広島市/27/2010(H3N2)に対する抗体保

有率は 18-19 歳群 15％，25-29 歳群 23％，それ以

外の年齢群は 10％以下とかなり低かった。 

(3) B 型(ビクトリア系統) 

 ワクチン株 B/Brisbane/60/2008 に対する抗体

保有率は 40 倍以上だと 25-29 歳群 50％，35-39

歳群 50％と中等度の抗体保有率で，その他の年齢

群は 15～33％と低い抗体保有率であった。一方，

2009/10 シーズンの分離株であるビクトリア系統

に属する B/広島市/16/2010 に対する抗体保有率

は最も高い 25-29 歳群でも 38％で，その他の年齢

群では 9～33％とワクチン株同様に低かった。 

(4) B 型(山形系統) 

 山形系統株は 2008/09 シーズンのワクチン株

B/Florida/4/2006 と抗原性の異なる B/Bangladesh 

/3333/2007 を使用した。抗体保有率は 18-19 歳群

が 50％で，その他の年齢群は 0～38％とワクチン株

の中では最も低い抗体保有率であった。2009/10 シ

ーズンには B 型(山形系統)は分離されていないた

め，分離株の評価はできなかった。 

(5) A/H1N1 亜型(新型) 

a   ワクチン未接種群(図 2) 

ワクチン未接種群である准看護学生を対象に，

新型インフルエンザ分離株である A/広島市

/3/2010pdm(H1N1)(新型)株に対する HI 抗体価を

測定した。その結果，抗体保有者は 82 人中，25-29

歳群の 1 人のみで，抗体価は 20 倍であった。それ

以下の抗体保有者は 10 倍が 2 名であった。 

b   ワクチン接種群(図 3) 

ワクチン接種群である医療従事者の HI 抗体価

および NT 抗体価を測定した。まず，A/広島市

/392/2009pdm(H1N1)(新型)株を使用し HI 抗体価

を測定した。その結果，40 倍以上だと 45-59 歳群

75％，40-44 歳群 67％，25-29 歳群 63％，その他

の年齢群は 30～38％，全体の 48.7％の抗体保有率

であった。内訳は表 1 の通り。予想よりも全体に

低い抗体価であったため，NT 抗体価を測定した。 

NT 抗体価は A/広島市/3/2010pdm(H1N1)(新型)

株を用いて測定した。その結果，40 倍以上だと

40-44 歳群 67％，25-29 歳群 50％，45-59 歳群 50％

で，他の年齢群は 25～40％，全体の 43.6％の抗体

保有率であった。高抗体価の割合は増えたが，抗

体保有率は逆に下がった。 
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       考 察        

 2009年5月に発生した新型インフルエンザに対

する抗体価を，広島市内で新型インフルエンザ発

生前に採血した血清，また新型インフルエンザワ

クチン接種約 1 ヶ月後の血清について測定した。

また，参考として季節性インフルエンザ(2009/10

ワクチン株等または 2009/10 シーズン広島市内分

離株)についての抗体価を測定した。その結果，新

型インフルエンザが広島市内で発生する前(6 月

10 日採血血清)には新型インフルエンザ抗体保有

者はほとんどいなかった。また，季節性インフル

エンザと新型インフルエンザには交差反応は見ら

れなかった。 

 新型インフルエンザの HI 抗体価と NT 抗体価に

は若干の違いが見られた。NT 抗体価は HI 抗体価

より高くなる傾向であったが，全体の抗体保有率

は HI 抗体が高かった。そのため評価するに当たっ

ては，いずれかの抗体価が 20 倍以上もしくは 40

倍以上を抗体保有者として評価した。 

新型インフルエンザワクチン接種による抗体価

20 倍以上の抗体獲得率は 67％，40 倍以上の抗体

獲得率は 56％であった。国が示した国産新型ワク

チンのHI抗体の抗体獲得率 4)は73.5％とかなり高

い値であったが，今回の結果はそれには及ばなか

った。また，ワクチン接種者の 33％は抗体価 10

倍以下で，不十分もしくは全く抗体が獲得できて

いなかった。感染防御のための抗体価を獲得する

ためには、2 回のワクチン接種が必要と考えられ

る。 

個人別の今シーズンワクチン株 A ソ連型，A 香

港型，B 型(ビクトリア系統)に対する 20 倍以上の

抗体保有者は全体の 37％で，その約 9 割が昨シー

ズンまたは今シーズンワクチン接種者であった。

しかし，新型以外の A 香港型，B 型(ビクトリア系

統)分離株に対する 20 倍以上の抗体保有者は全体

の 28％，前述のワクチン接種者でワクチン株抗体

保有者 40 人の 42.5％に当たる 17 人しか，今期分

離株に対して抗体を保有しておらず，ワクチン接

種株との抗原性のずれ，または毎年のワクチン接

種の必要性があることを示唆する情報と思われる。 

新型インフルエンザ発生時には一時的にパニッ

クに陥った社会の情勢も，流行が終わり情報を解

析できる状態になった。流行は小児を中心に起こ

り，多くの不顕性感染者がいたことがわかってき

た。来シーズンには A ソ連型に変わり，新型イン

フルエンザがワクチン株に選定され 5)，より多く

の人が接種する機会を得られることが期待される。

今後，新型インフルエンザが豚に近い遺伝子から，

より人に近い遺伝子へと変化することで，病原性

に何らかの変化をきたすことも考えられ，来シー

ズン以降のウイルス側の解析とあわせ，人の免疫

状態を把握していくことも必要であり，当所の役

割のひとつであると考える。 
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